
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長中だより 第８号 

令和４年１１月３０日（水） 

学校教育目標：個の能力を伸ばし、自立して社会の形成者となるための資質を養う教育の推進 

 「雑用とは ～時間への向き合い方を考える ～」 

校長 雨 澤 啓 司 

 

「この世に“雑用”という用はない。用を雑にしたときに、雑用が生まれるのだ。」 

前ノートルダム清心学園理事長の渡辺和子さんの言葉で、著書『面倒だから、しよう』からの抜粋 

です。自ら望んで修道院に入られた渡辺さんが、日々繰り返される修道院での単純作業に嫌気がさし 

ていたころに気づかされた、『時間への向き合い方』だったそうです。渡辺さんは続けてこう語って 

います。「生きていく上では、嫌なこと、したくないこと、欲しくないもの、気にいらない相手など、

数々の自分にとって“ありがたくない”物事に向き合わないといけないことがあります。つまらない 

仕事を、つまらなくない仕事に変える術を、若くして修道院で教えてもらったことを、私は感謝して 

います」この世に「雑」というものはない。「雑」を生み出すのは人間で、この世の創造主は必要の 

ないものなど生み出さない。「雑」とつくものが日常に溢れていると思うなら、真剣に「雑」と対峙 

してみてはいかがだろう。それを生み出した自分の心が見えてくるかもしれない。 

 

 「雑」の本来の意味は、「おおまかで、いいかげんなさま。ていねいでないさま。」ですがそれを決 

めているのは、「自分の心」であることを知り、私は考えさせられました。 

 ＊    ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊ 

 １１月１８日（金）の北海道新聞朝刊に掲載されたＡＣジャパンの広告には次のような文がありま 

した。（81歳で初めて作ったゲームアプリが世界で認められた 87歳の女性：若宮 正子さん） 

「とにかく バッターボックスに立ってみる。バットを振ったら、当たるかもしれないじゃない 

ですか。」（Just try standing in the batter’s box. If you swing the bat, you might get a hit.）  

 

８０歳を越えてから私の人生はずいぶん変わりました。 

８１歳で初めてゲームアプリを作ったことで、 

国連本部でスピーチをすることになったり、 

８６歳でデジタル庁のデジタル社会構想会議の構成員になったり。 

バットを振ったら当たっちゃったんです。 

自分でもびっくりしています。 

 人生は本当にわかりませんよ。 

 

Since I turned 80, my life has changed significantly. At 81, I developed my first game app, 

gave a speech at the UN Headquarters, and became a member of The Council for Digital Society of 

Digital Agency at 86. I swung the bat and unexpectedly got a hit ! Even I am surprised. Nobody knows 

how life will turn out. 

  Don’t limit your future. Because no matter how old they are, people can change.   

 

この広告を見て、改めて「諦めないこと」「意欲を持ち続けること」の大切さ  

を教えられました。 80 歳を過ぎて様々なことに挑戦した若宮さんを尊敬します。  

 自 分 の未 来 にフタをしないこと。  

 何 歳 からでも 

人 は変 わることができるから。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 総合的な学習の時間における、各学年の取組を紹介します。 

 ３年生は、１１月７日（月）に『ウポポイ見学発表会』を行いました。ふるさと教育のまとめ

の時間となり、長万部町とアイヌ文化の関わりを身近に捉えることができました。 

 １年生は、１１月１５日（火）に『認知症サポーター養成講座』に取り組みました。講話やロ

ールプレイを通して、認知症の方の気持ちを理解し接し方を学びました。 

 ２年生は、１１月１８日（金）に『オンラインインタビュー』を実施しました。地域の事業所

のご協力を得て、オンライン上で数々の職場と繋がりました。働くことの意義や自分の将来につ

いて考え、社会的なルールやマナーを学ぶことができました。 
 

 

 

 

総合的な学習の時間の様子 

１日（木）保護者面談（～12月２日） 

５日（月）委員会 

６日（火）スキルアッププロジェクト 

７日（水）職員会議 

８日（木）推薦生徒・保護者説明会 

９日（金）SC来校 

１４日（水）校内研修 

１５日（木）3年租税教室 

 

 

１９日（月）情報モラル教室 

２０日（火）入学願書提出校内〆切 

スキルアッププロジェクト 

２３日（金）冬季休業前集会 会議日 

 

 

１１月１６日（水）に『公開授業研究会（３年生社会・ものの価格の決まり方）』を開催しました。 

『学習改善サイクルの確立』をテーマに、自分で価格を調整して商品の売れ行きを探っていく体

験を通して、価格変動の規則 

性を学びました。 

難しい課題への挑戦となり 

ましたが、主体的に仲間と考 

えを交流しながら、粘り強く 

課題解決に向かうことができ 

ました。 

公開授業研究会 

３年生ウポポイ見学発表会 

＊冬季休業    １２／２４～１／１２ 

＊学校閉庁日   １２／２９～１／３ 

＊冬季休業後集会 1／１３日（金） 
 

緊急の場合は町教育委員会(2-2748)へ連絡し

てください。 


